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災害・オウム対策調査特別委員会報告資料
令和５年１０月１６日 

件  名 避難行動要支援者対策について 

所管部課名 福祉部 福祉管理課 

内 容 

１「災害時安否確認申出書」の全件発送について 

例年、避難行動要支援者（以下「要支援者」という。）（※１）に該当

となった方に「災害時安否確認申出書」（以下「申出書」という。）（※２）

の提出を依頼してるが、当初提出を依頼してから３年を経過することか

ら今年度一斉更新を行う。 

以下の要支援者を対象として「申出書」を発送し、回答を基に優先区

分（※３）を新たに分類し、個別避難計画書及び避難行動要支援者名簿

の作成を行う。 

（１）対象

避難行動要支援者名簿の登載者全員

（２）対象人数

約２３,０００人

（３）発送日

令和５年１１月中旬頃

※ 提出期限は令和６年１月３１日（水）

（４）情報提供・共有先

返信率向上に繋げるため、以下の関連する事業所等への丁寧な情報

提供にも努めていく。 

ア 介護サービス事業所、障がい関連施設・事業所

イ 地域包括支援センター

ウ 民生・児童委員

※１ 避難行動要支援者とは、災害時または災害の発生の恐れがある時に、自ら

避難することが困難な者であり、その円滑かつ迅速な避難のために特に支援

を必要とする者のことで、次に掲げる者を対象としている。 

（１）介護保険の要介護３～５の方 

（２）身体障害者手帳１～２級の方 

（３）身体障害者手帳３級で福祉タクシー・自動車燃料助成券の交付 

 を受けている方 

（４）愛の手帳１～２度の方 

（５）障害者総合支援法の障害支援区分認定４～６の方 

ただし、それぞれ福祉施設等への長期入所の方を除く。 

2



Ｂ
・ 自宅が浸水
・ 自力で歩いて避難先に移動できない
・ 避難する際に支援者がいない

・ 要介護度3
・ 身体障害者手帳1～3級
・ 障害支援区分4

Ｃ
・ 自宅が浸水
・ 自力で歩いて避難先に移動できない
・ 避難する際に支援者がいる

・ 要介護度3～5
・ 身体障害者手帳1～3級
・ 愛の手帳1～2度
・ 障害支援区分4～6

Ｄ
・ 自宅が浸水
・ 自力で歩いて避難先に移動すること
ができる場合

Ｅ
・ 自宅が浸水しない
・ 浸水するが自宅で避難できる場所が
　　ある場合

類型 介護・障がい度合

Ａ

・ 自宅が浸水
・ 自力で歩いて避難先に移動できない
・ 避難する際に支援者がいない

・ 要介護度4～5
・ 愛の手帳1～2度
・ 障害支援区分5～6

・ 浸水リスクが高い地域に居住する医療的ケア児

高
優先度

低

※２ 災害時安否確認申出書（イメージ）

※３ 計画書を作成する優先区分

２ 計画書に基づく移送訓練想定 

要支援者を対象とした、台風接近に伴う河川氾濫を想定した個別の避

難計画書について、避難の実効性をさらに高めていくため、総合防災訓

練にあわせて計画に沿った実動訓練を実施する。 

（１）訓練日時

令和５年１１月１２日（日）午前８時３０分 ～ １２時００分

（２）訓練協力者（要支援者５名程度）
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ア 令和４年度に作成した優先区分Ａ該当の要支援者

イ 医療的ケア児及びその家族

※ 候補者（１０名程度）に通知し、参加希望者を募り、その中

から選定する。 

（３）移送支援事業者

今後、要支援者の身体の状況にあわせて手配する予定

例）介護タクシー、ストレッチャー付き福祉車両

（４）訓練概要

ア 訓練協力者の居住地 ⇔ 福祉避難所（あしすと）の移送

イ 避難所でのケア支援体験 新規 

（ア）ケア支援事業者：株式会社パソナライフケア

（イ）看護師及び介護有資格者が実施

（５）避難先

ア 障がい福祉センターあしすと（梅島三丁目３１番１９号）

イ 福祉避難所開設担当職員にも協力依頼

ウ 福祉避難所として使用する居室に段ボールベッド・毛布・マット

を設置

エ 要支援者を避難者用居室まで誘導し、ケア支援事業者によるケア

支援、段ボールベッド等を説明・体験

オ ケア支援事業者による避難者用居室からトイレへの誘導確認を

実施

３ 今後の方針 

 災害時安否確認申出書の返信率は約５割にとどまっているため、返信

率を向上させる方策について検討していく。 
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